
 

キャリア教育で育成する能力
と推進に向けて 

キャリア教育に関する資料 



● 人間関係形成・社会形成能力 

多様な他者を理解し，相手の意見を聴いて自分の考えを正確に伝えることができると
ともに，自分の役割を果たしつつ他者と協力・協働して社会に参画することができる力 

● 自己理解・自己管理能力 

自分と社会との相互関係を保ちつつ，今後の自分自身の可能性を含めた肯定的な理解
に基づき主体的に行動すると同時に，自らの思考や感情を律し，進んで学ぼうとする力 

● 課題対応能力 

仕事をする上での様々な課題を発見・分析し，適切な計画を立ててその課題を処理し，
解決することができる力 

● キャリアプランニング能力 

「働くこと」の意義を理解し，自らが果たすべき様々な立場や役割との関連を踏まえて
「働くこと」を位置付け，多様な生き方について，自ら主体的に判断してキャリアを形成
していく力 

２ 育成する能力と推進に向けて                 ●「基礎的・汎用的能力」 

・必要な要素をできる限り分かりやすく提示するという観点でまとめたもの 
・相互に関連・依存した関係。特に順序があるものではない。 
・すべての者が同じ程度あるいは均一に身に付けることを求めるものではない。 
・各学校においては，この４つの能力を参考にしつつ，それぞれの課題を踏まえて具体 
  の能力を設定し，工夫された教育を通じて達成することが望まれる。  



「職業観・勤労観を育む学習プログラム
の枠組み（例）」（４領域８能力）       H14 

小学校，中学校，高等学校，大学の教員と企業の代表者らで作成 
内閣府「人間力」・経産省「社会人基礎力」・厚労省「就職基礎能力」・中教審「学士力」等参考 

２ 育成する能力と推進に向けて                          ●能力論 
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２ 育成する能力と推進に向けて                 ●市町村ごとの設定例 

ふるさとのよさに気づき、 

自らかかわる力 

（ふるさと生活能力） 

Ａ市 Ｂ市 

人とつながる力 

（結いの力） 

自分を見つめ夢や目標
を描く力 

課題をもって最後まで 

やり抜く力 

職業や仕事について 

興味や関心をもつ力 

自分をつくる力 

課題に取り組む力 

他者や社会と 

かかわる力 

生き方を考える力 



２ 育成する能力と推進に向けて                  ●「基礎的・汎用的能力」 

● 人間関係形成・社会形成能力 

多様な他者を理解し，相手の意見を聴いて自分の考えを正確に伝えることができると
ともに，自分の役割を果たしつつ他者と協力・協働して社会に参画することができる力 

他者の個性を理解する力  他者に働きかける力､ 
コミュニケーション・スキル  チームワーク  リーダーシップ など 



２ 育成する能力と推進に向けて                  ●「基礎的・汎用的能力」 

●自己理解・自己管理能力 

自分と社会との相互関係を保ちつつ，今後の自分自身の可能性を含めた肯定的な理解
に基づき主体的に行動すると同時に，自らの思考や感情を律し，進んで学ぼうとする力 

自己の役割の理解  前向きに考える力   自己の動機付け 
忍耐力           ストレスマネジメント  主体的行動   など 



２ 育成する能力と推進に向けて                 ●「基礎的・汎用的能力」 

●課題対応能力 

仕事をする上での様々な課題を発見・分析し，適切な計画を立ててその課題を処理し，
解決することができる力 

情報の理解・選択・処理等    本質の理解  原因の追究 
課題発見     計画立案    実行力           評価・改善  など 



２ 育成する能力と推進に向けて                 ●「基礎的・汎用的能力」 

●キャリアプランニング能力 

「働くこと」の意義を理解し，自らが果たすべき様々な立場や役割との関連を踏まえて
「働くこと」を位置付け，多様な生き方について，自ら主体的に判断してキャリアを形成
していく力 

  学ぶこと・働くことの意義や役割の理解   多様性の理解 
  将来設計    選 択    行動と改善              など 



２ 育成する能力と推進に向けて                      ●各学校段階では 

 
 

小
学
校 

中
学
校 

現実的探索と暫定的選択 

○自己及び他者への積極的関心の 
     形成・発展 
○身のまわりの仕事や環境への関 
    心・意欲の向上 
○夢や希望，憧れる自己のイメージ 
    の獲得 
○勤労を重んじ目標に向かって努力 
    する態度の形成 

進路の探索・選択にかかる基盤形成 

○肯定的自己理解と自己有用感の獲得 
○興味・関心等に基づく職業観・勤労観の形成 
○進路計画の立案と暫定的選択 
○生き方や進路に関する現実的探索 

高
等
学
校 

現実的探索・試行と社会的移行準備 

○自己理解の深化と自己受容 
○選択基準としての職業観・勤労観の確立 
○将来設計の立案と社会的移行の準備 
○進路の現実吟味と試行的参加 

【低】好きなこといっぱい できること 
   いっぱい 学校って楽しいな 

【中】自分と 友だちと みんな 
   いっしょに 

【高】挑戦する やりぬく 夢・希望を 
   広げる 



２ 育成する能力と推進に向けて                     ●全体計画の作成 

① 必須の要件として記すべきことがら 
 ・各学校において定めるキャリア教育の目標   ・教育内容と方法 
 ・育成すべき能力や態度〈基礎的・汎用的能力〉 ・各教科等との関連 
 
② 基本的な内容や方針等を概括的に示すことがら 
 ・学習活動    ・指導体制    ・学習の評価 
 
③ その他，各学校が全体計画を示す上で必要と考えることがら 
 ・学校の教育目標 ・当該年度の重点目標 ・地域の実態と願い  
 ・ 生徒の実態     ・教職員の願い             ･ 保護者の願い  
  ・校区小学校との連携 



２ 育成する能力と推進に向けて                     ●全体計画の作成 


